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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月28日(2017.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の遊技テーブルを有する遊技場における不正検知システムであって、
　前記遊技テーブルで行われるゲームの状態をカメラにより映像として記録するゲーム記
録装置と、
　前記記録されたゲームの状態の映像を画像分析する画像分析装置と、
　前記遊技テーブルにおいて各ゲームの勝敗結果を判定する勝敗結果判定装置と、
　前記画像分析装置による画像分析結果と前記勝敗結果判定装置が判定する勝敗結果とを
用いて、前記遊技テーブルで行われる不正行為を検知する制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、前記画像分析装置を介して各プレーヤが賭けるチップの位置、種類お
よび枚数を把握するとともに、遊技テーブルのディーラのチップトレイにおけるチップの
総額を把握し、
　各ゲームの清算前のチップトレイにおけるチップの総額から、当該ゲームですべてのプ
レーヤの賭けたチップの位置、種類および枚数と当該勝敗結果判定装置で得た当該ゲーム
の勝敗結果とから計算される当該ゲームにおけるチップの増減額を加減算し、当該ゲーム
の終了時の清算後の前記チップトレイにおけるチップのあるべき総額と、前記画像分析装
置を介し得た当該ゲームの終了時の当該チップトレイにおけるチップの現実の総額を比較
し、あるべき総額と現実の総額との間に違いがあるか否かを判定する、不正検知システム
。
【請求項２】
　請求項１に記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置は、前記画像分析装置を介して各プレーヤが賭けるチップの位置、種類お
よび枚数を把握し、各プレーヤの賭けた負けチップのすべての回収が終わったときに、チ
ップトレイにおけるチップの現実の総額を把握し、各ゲームの清算前のチップトレイにお
けるチップの総額から、負けたプレーヤの賭けたチップの位置、種類および枚数から当該
ゲームにおけるチップトレイの増額を加算した当該チップトレイにおけるチップのあるべ
き総額と、当該チップトレイにおけるチップの現実の総額とを比較し、あるべき総額と現
実の総額との間に違いがあるか否かを判定する、不正検知システム。
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【請求項３】
　請求項２に記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置は、各ゲームの清算前のチップトレイにおけるチップの総額から、負けた
プレーヤの賭けたチップの位置、種類および枚数から当該ゲームにおけるチップトレイの
増額を加算した当該チップトレイにおけるチップのあるべき総額と、当該チップトレイに
おけるチップの現実の総額とを比較し、あるべき総額と現実の総額との間に違いがないと
判定し、かつ当該ゲームの終了時の精算後の前記チップトレイにおけるあるべき総額と、
前記画像分析装置を介し得た当該ゲームの終了時の当該チップトレイにおけるチップの現
実の総額を比較し、あるべき総額と現実の総額との間に違いがあると判定した場合には、
支払いの間違いと判定し、支払いの間違いを知らせる支払い誤りシグナルを発生させる、
不正検知システム。
【請求項４】
　請求項２に記載の不正検知システムであって、
　前記チップトレイには、負けたプレーヤの賭けたチップを回収して一時保管する回収チ
ップトレイが設けられ、前記画像分析装置及び前記制御装置は、負けたプレーヤの賭けた
チップの位置、種類および枚数から計算される当該回収チップトレイにおけるチップのあ
るべき額と、当該回収チップトレイにおけるチップの現実の総額とを比較し、回収チップ
トレイにおけるあるべき総額と現実の総額との間に違いがあるか否かを判定する、不正検
知システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の不正検知システムであって、
　前記画像分析装置を介してゲームの終了時の清算後にチップトレイにおけるチップの現
実の総額を得るのは、
　１）勝ちチップに対する償還が終了したとき、
　２）当該ゲームで使用されたカードが回収され、当該テーブルの廃棄エリアに廃棄され
るとき、
　３）前記勝敗結果判定装置に付随する所定のボタンを押したとき、
　４）勝敗を示すマーカーを元に戻したとき、
　のいずれかである、不正検知システム。
【請求項６】
　請求項１から３のいずれかに記載の不正検知システムであって、
　遊技テーブルのディーラのチップトレイにおける把握されているチップの現実の総額が
、すべてのプレーヤの賭けたチップ額と当該ゲームの勝敗結果とから計算されるチップの
増減額に対応していない違いを前記制御装置が判定した時、前記ゲーム記録装置において
前記違いが生じたゲームの記録が分析可能となるように、前記ゲーム記録装置は、取得し
た映像にインデックスもしくは時刻を付与するか、もしくはチップの回収シーンあるいは
支払シーンを特定して再生できる構成である、不正検知システム。
【請求項７】
　請求項１から３のいずれかに記載の不正検知システムであって、
　前記画像分析装置もしくは制御装置は、遊技テーブル上に置かれた複数のチップが前記
カメラの死角により一部もしくは一枚全体が隠れた状態となっていても、賭けられたチッ
プの種類、枚数と位置の情報を得ることが可能な構造である、不正検知システム。
【請求項８】
　請求項１に記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置は、
　１）遊技テーブルの各プレー位置において賭けたチップの位置と種類と枚数とを把握し
、各ゲームの勝敗結果より得られる各プレーヤの勝敗履歴と得たチップの額を、過去のゲ
ームの統計データと比較して特異な状況として抽出するか、または
　２）遊技テーブルのプレー位置において、負けた時の賭けチップの額が、勝った時の賭
けチップの額より少額である状態が過去のゲームの統計データと比較して特異な状況とし
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て抽出する、
　ことが可能な構造である、不正検知システム。
【請求項９】
　請求項１から３のいずれかに記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置は、遊技テーブルのディーラのチップトレイにおける把握されているチッ
プの額が、お札とチップとの交換が行われた後に、交換したお札に対応したチップの支払
額、または交換したチップに対応したお札の支払額に応じて増減したか否かを、比較判定
可能な、不正検知システム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置はさらにお札とチップの交換の履歴を残すデータベースを備え、一定時間
または一日単位で、前記データベースを参照し、遊技テーブルのディーラのチップトレイ
における把握されているチップの額が、交換したお札に対応したチップの支払額、または
交換したチップに対応したお札の支払額の総額に応じて増減したか否かを、比較判定可能
な、不正検知システム。
【請求項１１】
　請求項１または８に記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置は、前記画像分析装置を介して前記違いまたは特異な状況として抽出され
たプレー位置のプレーヤの特定が可能な、不正検知システム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置は、前記特定されたプレーヤが、離席して別の遊技テーブルに着いたとき
、当該別の遊技テーブルに当該特定プレーヤの存在を知らせる警告機能を有する、不正検
知システム。
【請求項１３】
　請求項１から３のいずれかに記載の不正検知システムであって、
　前記制御装置は、さらに
　１）各ゲームにおいて、カードの引き出しが開始されてからもしくはディーラのゲーム
開始操作からカード配布装置によりゲームの勝敗結果が表示される前の間に、チップの動
きがないかどうか、
　２）各ゲームの終了後、ディーラがゲーム参加人のうちの敗者が賭けていたチップを回
収している間に、前記敗者がチップを取っていないかどうか、
　３）各ゲームの終了後、ディーラがゲーム参加人のうちの敗者が賭けていたチップを回
収している間に、チップの追加がされたかどうか、
　４）各ゲームの終了後、ディーラがゲーム参加人のうちの勝者が賭けていたチップの位
置に、支払いを行ったかどうか、
　５）各ゲームの終了後、ゲーム参加人のうちの勝者が、賭けていたチップおよび支払わ
れたチップを取ったかどうか、
　の少なくとも１つを判定する機能を備えた、不正検知システム。
【請求項１４】
　請求項１から３のいずれかに記載の不正検知システムであって、
　前記勝敗結果判定装置は、遊技テーブルにおいてカードを配布するカード配布装置であ
るか、または遊技テーブルにおいて配布されたカードをカメラで読取る前記画像分析装置
の情報から各ゲームの勝敗結果を判定する制御装置である、不正検知システム。
【請求項１５】
　複数の遊技テーブルを有する遊技場における不正行為の検知システムであって、
　前記遊技テーブルで行われるゲームの進行状態をディーラおよびプレーヤを含めカメラ
を介して映像として記録するゲーム記録装置と、
　前記記録されたゲームの進行状態の映像を画像分析する画像分析装置と、
　前記遊技テーブルにおいて各ゲームの勝敗結果を判定し表示するカード配布装置と、
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　前記画像分析装置による画像分析結果と前記カード配布装置が判定する勝敗結果とを用
いて、前記遊技テーブルで行われる不正行為を検知する知能型制御装置と、
　を備えたシステム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記カード配布装置は、配布されるカードのランクを読取り可能な構造であって、
　前記知能型制御装置は、遊技テーブルにおいて配布された各カードの映像より前記画像
分析装置が得るランクの情報と、前記カード配布装置が読取ったカードのランクの情報と
を照合して一致不一致を判定可能な構造である、システム。
【請求項１７】
　請求項１５または１６に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記画像分析装置もしくは知能型制御装置は、遊技テーブルにおいて配布されプレーヤ
によって折曲げられたもしくは汚れたカードからカードのランクの情報を得ることが可能
な人工知能活用型もしくはディープラーニング構造である、システム。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、前記画像分析装置を介して各プレーヤが賭けるチップの位置、
種類および枚数を把握し、各プレーヤの賭けた負けチップの回収および勝ちチップへの支
払がゲームの勝敗結果に従って適正に行われたか否かを、前記画像分析装置を介してゲー
ムの進行状態の映像を分析することにより判定する、システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記画像分析装置もしくは知能型制御装置は、遊技テーブル上に置かれた複数のチップ
が前記カメラの死角により一部もしくは一枚全体が隠れた状態となっていても、賭けられ
たチップの種類、枚数と位置の情報を得ることが可能な人工知能活用型もしくはディープ
ラーニング構造である、システム。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、遊技テーブルのディーラのチップトレイにおける把握されてい
るチップの額が、ゲームが終了して清算後に、各プレーヤの賭けた負けチップの回収およ
び勝ちチップへの支払額に応じて増減したか否かを、ゲームの勝敗結果に従って比較計算
可能な人工知能活用型もしくはディープラーニング構造である、システム。
【請求項２１】
　請求項１５に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、遊技テーブルの各プレー位置において賭けたチップの位置と種
類と枚数とを把握し、各ゲームの勝敗結果より得られる各プレーヤの勝敗履歴と得たチッ
プの額を、過去のゲームの統計データと比較して特異な状況として抽出可能な人工知能活
用型もしくはディープラーニング構造である、システム。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、ある遊技テーブルのプレー位置において、負けた時の賭けチッ
プの額が、勝った時の賭けチップの額より少額である状態が過去のゲームの統計データと
比較して特異な状況として抽出可能な人工知能活用型もしくはディープラーニング構造で
ある、システム。
【請求項２３】
　請求項２１または２２に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、前記画像分析装置を介して前記特異な状況として抽出されるか
、もしくは所定額以上の勝ちを収めたプレー位置における個別のプレーヤの特定が可能な
、システム。
【請求項２４】
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　請求項２３に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、前記特定されたプレーヤが、離席して別の遊技テーブルに着い
たとき、当該別の遊技テーブルに当該特定プレーヤの存在を知らせる警告機能を有する、
システム。
【請求項２５】
　複数の遊技テーブルを有する遊技場における不正行為の検知システムであって、
　前記遊技テーブルで行われるゲームの進行状態をディーラおよびプレーヤを含めカメラ
を介して映像として記録するゲーム記録装置と、
　前記遊技テーブルにおいて各ゲームの勝敗結果を判定し表示するカード配布装置と、
　前記記録されたゲームの進行状態の映像を画像分析する画像分析装置と、
　前記画像分析装置による画像分析結果を用いて、前記遊技テーブルにおいてお札とチッ
プを検知可能な知能型制御装置と、
　を備え、
　前記画像分析装置もしくは知能型制御装置は、前記カード配布装置あるいは前記ディー
ラより得られる情報に基づいて、カードのディーリング中以外の状況において、前記遊技
テーブルにおいてお札とチップとの交換が行われていることを検知可能であり、さらに前
記お札がブラックライトにより検証された真正なお札の総額を認知し、さらに交換対象と
して遊技テーブル上に出された複数のチップが前記カメラの死角により一部もしくは一枚
全体が隠れた状態となっていてもチップの総額を認知可能で、前記遊技テーブル上にプレ
ーヤから出されたお札の総額と、ディーラから出されたチップの総額とを比較し、両者の
額が一致するか否かを判定可能な人工知能活用型もしくはディープラーニング構造である
、システム。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、遊技テーブルのディーラのチップトレイにおける把握されてい
るチップの額が、お札とチップとの交換が行われて清算した後に、交換したお札に対応し
たチップの支払額に応じて増減したか否かを、比較計算可能な人工知能活用型もしくはデ
ィープラーニング構造である、システム。
【請求項２７】
　請求項２５に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、お札とチップとの交換が行われて清算した後に、当該ディーラ
の入力によるお札の入金額と、前記画像分析装置による画像分析結果によるお札の総額の
一致不一致を比較計算可能な人工知能活用型もしくはディープラーニング構造である、シ
ステム。
【請求項２８】
　請求項２５に記載の不正行為の検知システムであって、
　前記知能型制御装置は、当該ディーラの担当する遊技テーブルにおける当該ディーラの
入力によるお札の入金額と、前記画像分析装置による画像分析結果によるお札の総額との
一致不一致を比較計算可能な人工知能活用型もしくはディープラーニング構造である、シ
ステム。
【請求項２９】
　遊技テーブルで行われるゲームの進行状況をカメラを用いてモニタリングするゲームモ
ニタリング装置と、
　前記カメラより得た映像を画像分析する画像分析装置と、
　前記遊技テーブルにおいて各ゲームの勝敗結果を判定し表示するカード配布装置と、
　各ゲームにおいて前記画像分析装置の分析結果を用いて、ゲーム参加人が前記遊技テー
ブル上に置いたチップの位置を特定し、さらに前記勝敗結果を用いて、各ゲームの参加人
のうちの勝者および敗者を判定する制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、さらに
　１）各ゲームにおいて、カードの引き出しが開始されてからもしくはディーラーのゲー
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ム開始操作からカード配布装置によりゲームの勝敗結果が表示される前の間に、チップの
動きがないかどうか、
　２）各ゲームの終了後、ディーラがゲーム参加人のうちの敗者が賭けていたチップを回
収している間に、前記敗者がチップを取っていないかどうか、
　３）各ゲームの終了後、ディーラがゲーム参加人のうちの敗者が賭けていたチップを回
収している間に、前記敗者がチップを追加していないかどうか、
　４）各ゲームの終了後、ディーラがゲーム参加人のうちの勝者が賭けていたチップの位
置に、支払いを行ったかどうか、
　５）各ゲームの終了後、ゲーム参加人のうちの勝者が、賭けていたチップおよび支払わ
れたチップを取ったかどうか、
　の少なくとも１つを判定する機能を備えた、ゲームの不正検知システム。
【請求項３０】
　前記制御装置は、前記画像分析装置の分析結果を用いて、ディーラおよびゲーム参加人
の手の動き、チップの動き、または前記手の動きとチップの動きを検知することによって
、前記１）から５）の少なくとも１つを判定するように構成された、請求項２９に記載の
ゲームの不正検知システム。
【請求項３１】
　前記制御装置は、ディーラにより勝者に支払われたチップの額が、ゲーム参加人のうち
の勝者が賭けていた額にもとづき正しいか否かを判定するように構成された、請求項２９
または３０に記載のゲームの不正検知システム。
【請求項３２】
　前記ゲームの不正検知システムは、前記判定結果を受けて警告または表示を行うモニタ
またはランプをさらに備える、請求項２９から３１のいずれかに記載のバカラゲームの不
正検知システム。
【請求項３３】
　前記カード配布装置は、前記判定結果を受けて出力手段を介して作動しカードの配布を
阻止する配布制限装置を更に備える、請求項２９から３２のいずれかに記載のバカラゲー
ムの不正検知システム。
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